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大
震
災
の
爪
跡
消
え
ず

昨
年
を
振
り
返
る
に
、
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
未
曾
有
の
大
震

災
に
よ
る
津
披
に
加
え
て
、
原
発
事
故
に
よ
る
放
射
能
汚
染
問
題
は

風
評
被
害
の
追
い
打
ち
も
あ
り
、
未
だ
に
終
東
の
目
途
・
道
筋
も
定

ま
ら
な
い
現
状
は
、
私
達
の
日
常
生
活
に
多
大
な
影
響
を
与
え
、
発
4

災
後
十
か
月
を
過
ぎ
よ
う
と
し
て
い
る
今
な
お
先
行
き
不
透
明
と
い

わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
幸
い
に
し
て
本
市
に
お
い
て
は
人
的
被
害
が

な
か
っ
た
と
は
言
え
、
一
部
地
域
で
液
状
化
現
象
に
よ
る
被
害
を
受

け
、
市
当
局
は
こ
れ
ら
の
対
応
に
翻
弄
さ
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。
議
会
に
お
い
て
も
各
定
例
会
で
震
災
対
応
に
議
論
が
集
中
し
、

そ
の
解
決
を
市
当
局
に
迫
っ
て
お
り
ま
す
。
放
射
能
汚
染
に
よ
る
線

量
対
応
、
学
校
給
食
の
食
材
検
杢
、
公
共
施
設
の
土
壌
改
良
等
々
は
、

一
自
治
体
で
の
対
応
に
は
限
界
が
あ
り
ま
す
が
、
国
・
県
に
よ
る
指

導
、
連
携
の
も
と
今
後
も
引
き
続
き
住
民
、
市
民
の
安
全
安
心
を
守

こ
の
度
、
市
川
善
行
会
{
北
川
善
樹
会
長
)
の
表
彰
式
が
行
わ
れ
、
私
達
の
信
篤
・

二
俣
地
域
か
ら
三
名
の
方
が
永
年
に
わ
た
る
善
行
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
が
認
め

ら
れ
、
栄
え
あ
る
善
行
表
彰
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
の
で
、
こ
れ
を
紹
介
し
て
そ
の

栄
誉
を
賞
讃
し
、
拍
手
を
贈
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

第
六
十
三
代
議
長
に
就
任

さ
て
、
私
、
松
永
お
さ
み
は
、
昨
年
四
月
二
十
四
日
の
市
議
選
で

皆
様
の
ご
支
援
の
も
と
三
期
日
の
当
選
を
賜
り
、
五
月
二
十
三
日
に

開
催
さ
れ
た
臨
時
市
議
会
に
お
い
て
、
同
僚
・
同
志
の
議
員
の
推
挙

の
も
と
、
第
六
十
三
代
議
長
に
選
出
さ
れ
て
以
来
早
い
も
の
で
七
か

月
余
が
過
ぎ
ま
し
た
。

こ
の
間
、
六
、
九
、
十
二
月
の
市
議
会
定
例
会
で
議
長
を
勤
め
、

厳
し
い
案
件
に
対
し
て
も
特
段
の
混
乱
を
起
こ
さ
ず
、
無
事
終
了
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
が
議
長
に
就
任
し
た
こ
と
に

伴
い
、
本
会
議
場
で
一
般
費
問
が
出
来
な
い
た
め
、
今
ま
で
定
例
会

の
都
度
発
行
し
て
き
た
後
援
会
だ
よ
り
〔
信
篤
い
ち
か
わ
〕
に
よ
る
議

会
報
告
が
出
来
ま
せ
ん
。
悪
し
か
ら
ず
ご
了
承
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
を
す
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

市
蟻
会
の
代
表
と
し
て
奉
職

平
成
二
十
四
年
の
年
頭
に
当
た
り
、
会
報
新
年
号
を
発
行
し
、

近
況
の
市
政
情
報
、
地
域
の
話
題
等
を
掲
載
し
皆
様
と
情
報
を

共
有
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
今
年
も
引
き
続
き
松
永
お

さ
み
を
お
引
き
立
て
の
程
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

議
長
と
し
て
七
か
月

芳
川
尚
子
様
・
井
野
百
合
子
様
(
高
谷
在
住
)

お
二
人
は
、
信
篤
小
学
校
で
三
十
年
に
わ
た
り
、
図
書
館
の
本
の
修
理
を
手
が
け

ら
れ
ま
し
た
。
新
品
の
よ
う
に
な
っ
た
本
を
手
に
し
た
児
童
が
、
物
を
大
切
に
す

る
こ
と
を
学
ぶ
機
会
と
な
っ
て
お
り
、
児
童
の
心
の
育
成
に
多
大
な
貢
献
を
さ

れ
、
地
域
住
民
の
模
範
と
し
て
賞
讃
に
値
す
る
と
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

中
林
洋
子
様
(
二
俣
在
住
)

二
俣
小
学
校
で
、
子
供
達
へ
の
園
芸
指
導
を
は
じ
め
環
境
美
化
を
通
し
て
、
青
少

年
の
健
全
育
成
活
動
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
教
育
活
動
で
は
算
数
指
導
や
読
み
聞

か
せ
の
実
績
は
、
地
域
住
民
の
模
範
と
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す

大
震
災
に
よ
る
市
の
影
響
額
l
約
二
十
一
億
円
余

東
日
本
大
震
災
に
お
け
る
市
川
市
の
主
な
対
応
、
予
算
の
概
要
は
次
の
通
り
で
、

そ
の
影
響
に
よ
る
総
額
は
二
十
一
一
億
三
、
三
四
八
万
円
に
も
達
し
て
い
ま
す
。

①
被
災
者
及
び
避
難
者
等
へ
の
支
援
一
億
四
、
六
八
O
万
円

②
イ
ン
フ
ラ
公
共
施
設
等
の
復
旧
費
九
撞
八
、
二
七
一
万
円

③

放

射

能

対

策

費

九

、

四

二

万

円

④
災
害
情
報
伝
達
・
篭
力
需
要
抑
制
対
策
費
等
一
億
四
、
一
ニ
六
八
万
円

@

歳

入

に

お

け

る

影

響

額

六

億

八

、

四

六

六

万

円

普
行
会
の
表
彰
1
高
谷
・
ニ
俣
の
主
名
が
受
賞

る
た
め
に
市
を
あ
げ
て
問
題
解
決
に
向
け
て
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

今
な
お
一
六
四
人
が
避
難
中

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
市
川
市
に
避
難
さ
れ
て
い
た
方
々
は
、
一
四
五
世
帯
三

七
三
人
お
り
ま
し
た
が
、
そ
の
後
帰
郷
・
転
居
さ
れ
た
方
が
一
六
六
人
、
行
先
不

明
者
が
四
一
一
一
人
お
り
、
現
在
で
は
六
七
世
帯
一
六
回
人
の
方
が
慣
れ
な
い
避
難
生

活
を
送
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
内
訳
は
、
市
営
住
宅
で
八
世
帯
二
二
人
、
二
俣
官
舎
で
六
世
帯
二
一
入
、

知
人
宅
等
で
措
り
上
げ
対
象
者
が
五
三
世
帯
一
一
一
一
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
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東
京
外
郭
環
状
道
賂

特
別
委
員
会

一
答
弁
『
都
計
道
一
二
・
四
・
十
三
号
線
二
俣
高
谷
線
に
つ
い
て
は
、
京
葉
道
路
原
木

一

I
C
と
現
在
事
業
中
の
外
環
、
妙
典
橋
を
結
ぶ
延
長
一
・
七
K
M
の
新
設
道
路

一
で
、
県
道
船
橋
・
行
徳
線
の
バ
イ
パ
ス
と
位
置
づ
け
て
い
る
。
こ
の
内
、
外
環

の
東
側
約
三
O
O
m
に
つ
い
て
は
、
八
月
九
日
付
け
で
道
路
法
に
基
づ
く
供
用

開
始
と
な
っ
た
。
現
在
こ
れ
に
つ
な
が
る
妙
典
構
の
事
業
進
捗
に
努
め
て
い
る

残
る
区
間
に
つ
い
て
は
、
罵
辺
道
路
の
整
備
状
祝
を
勘
案
し
な
が
ら
、
具
体
化

に
向
け
た
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
い
る
』

平
成
二
十
七
年
開
通
に
向
け
て

別
一
先
般
開
催
さ
れ
た
東
京
外
郭
環
状
道
路
特
別
委
員
会
で
、
松
永
お
さ
み
は

一
一
外
環
道
完
成
に
向
け
て
の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
国
土
交
通
省
・

N
E
X
C
0
・

。
一
県
の
担
当
者
に
対
し
て
、
大
き
く
四
項
目
に
わ
た
り
質
疑
を
行
い
ま
し
た
の
で
脚

助

一

そ

の

概

要

を

お

知

ら

せ

い

た

し

ま

す

。

、

…

強

制

収

用

七

件

を

申

請

外

環

道

路

(

千

葉

区

間

七

、

四

K
M
)
事
業
は
平
成

冶
一
質
問
①
『
用
地
取
得
の
状
混
と
百
%
取
得
見
通
し
に
つ
い
て
』
一
二
十
七
年
度
の
全
藤
田
開
通
に
向
け
、
約
九
九
%
の
用
地
を
取
得
し
て
い
る
が
、

I答
弁
明
千
葉
外
環
の
国
道
六
号
か
ら
高
谷
J

C
迄
の
十
一
、
四
K
M
に
お
け
る
用
一
一
部
で
は
未
だ
に
協
力
が
得
ら
れ
て
い
な
い
状
祝
で
あ
る
。
平
成
二
十
二
年
十

|
一
地
取
得
率
、
面
積
べ

l
ス
に
つ
い
て
は
九
九
%
、
残
件
数
は
一
千
件
で
あ
る
。
一
二
月
十
六
日
の
土
地
収
用
法
に
基
づ
く
事
業
認
定
の
告
示
後
、
出
入
り
調
査
、

α一
今
後
地
権
者
の
皆
様
の
協
力
を
得
る
た
め
の
協
議
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
は
一
調
書
一
作
成
と
平
行
し
て
協
議
を
行
っ
て
き
た
が
、
こ
れ
ま
で
に
了
解
が
得
ら
れ

一
変
わ
り
な
い
。
平
成
二
十
七
年
度
全
線
供
用
に
向
け
て
、
基
本
的
に
は
土
地
一
ら
れ
な
か
っ
た
案
件
に
つ
い
て
、
こ
の
度
採
決
申
請
及
び
明
け
渡
し
採
決
申
し

わ
一
収
用
の
手
続
き
も
進
め
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
状
視
で
あ
る
』
一

一

一

立

て

を

行

っ

た

も

の

で

す

。

、
一
質
問
②
『
買
収
後
、
利
用
し
な
い
不
整
形
地
と
し
て
存
在
す
る
残
地
部
分
の
処
分
一

」
に
つ
い
て
の
考
え
方
と
、
当
座
に
お
け
る
管
理
の
徹
底
に
つ
い
て
伺
う
』
一
新
年
の
主
な
行
事

L
答
弁
『
基
本
的
に
は
、
外
環
の
環
状
施
設
帯
と
し
て
地
域
の
皆
様
の
生
活
環
境
や
一

一
利
便
性
の
向
上
を
図
る
よ
う
な
も
の
と
し
て
、
市
川
市
と
協
議
を
さ
せ
て
頂
一
一
月
一
日
(
日
)
市
民
元
旦
マ
ラ
ソ
ン
大
会
〔
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
]

一

一

四

日

(

水

)

仕

事

始

め

式

・

新

春

議

場

コ

ン

サ

ー

ト

[

議

場

]

い
一
く
。
た
だ
、
土
地
の
位
置
と
か
形
状
、
規
模
な
ど
様
々
な
面
も
あ
る
の
で
、
一

一

一

七

日

{

土

)

消

防

出

初

式

〔

大

州

防

災

公

園

〕

一

一

全

体

的

に

今

後

の

課

題

と

し

て

検

討

し

た

い

』

一

一

一

八

日

(

臼

)

新

成

人

の

集

い

[

文

化

会

館

〕

一
質
問
③
司
田
尻
五
丁
目
十
二
番
地
先
に
お
け
る
振
動
・
騒
音
被
害
に
対
す
る
そ
の
一

一

一

二

十

日

(

金

)

千

葉

県

議

長

会

役

員

会

[

千

葉

市

]

月

一

後

の

対

応

状

祝

を

伺

う

』

一

一

一

二

十

三

3
二
十
四
日
外
郭
環
状
道
路
特
委
観
察
〔
高
松
市
]

引
一
答
弁
『
沿
道
に
お
け
る
振
動
の
一
つ
と
し
て
、
車
道
上
に
あ
る
消
火
栓
の
マ
ン
ホ
一

年

一

一

二

月

二

日

(

木

)

県

自

治

体

病

続

協

議

会

の

現

地

視

察

〔

リ

ハ

ビ

リ

セ

ン

タ

ー

〕

一

μ
一

i
ル
上
へ
の
車
両
走
行
が
考
え
ら
れ
た
た
め
、
そ
の
走
行
を
回
避
す
る
た
め
一

一

，

一

一

二

日

(

金

一

県

議

長

会

東

葛

地

区

研

修

会

[

浦

安

市

〕

政
一
に
区
一
剛
一
線
、
白
線
の
位
置
の
変
更
を
行
っ
た
。
そ
の
後
も
そ
れ
を
補
強
す
る
一
七
日
(
火
)
県
議
長
会
全
体
研
修
会
[
千
葉
中
市
〕
一

主
意
味
で
、
外
側
一
線
の
脇
に
物
理
的
に
車
を
誘
導
で
き
る
ポ
ス
ト
コ

1
ン

を

設

一

十

三

日

(

月

)

市

議

会

三

月

議

会

開

会

一

耐

震

し

た

。

又

、

ス

ピ

ー

ド

落

と

せ

の

標

識

も

十

九

基

を

設

置

、

市

川

警

察

に

一

一

一
二
十
六
日
(
日
)
東
京
ベ
イ
浦
安
市
川
医
療
セ
ン
タ
ー
オ
ー
プ
ン
一

ス

ピ

ー

ド

違

反

の

取

締

り

を

要

議

し

た

。

引

き

続

き

事

業

者

と

し

て

必

要

な

一

一

守

セ

レ

モ

ニ

ー

[

浦

安

市

の

当

病

院

]

一

調
査
や
対
策
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
現
地
に
お
い
て
も
、
地
域
の
方
と
の
コ

ミ
ユ
ニ
ケ
l
シ
ョ
ン
を
密
に
行
い
、
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
て
参
り
た
い
』

質
問
④
『
九
分
類
二
十
二
項
目
に
あ
る
県
の
都
市
計
画
道
路
三
・
四
・
十
三
号
の

整
備
見
通
し
に
つ
い
て
伺
う
』

ゴ
一
月
卒
業
(
国
)
式
の
日
程

十
四
日
(
水
)
高
谷
中

十
六
日
(
金
)
信
篤
小

十
五
日
(
木
)
信
篤
幼
稚
園
・
二
俣
幼
稚
園

十
九
日
(
月
)
二
俣
小
い
ず
れ
も
十
時
よ
り


